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北上花崗岩の軸面劈開を伴う褶曲によるエクスヒューム
Folding of Kitakami granite and exhumation associated with regional-scale flexural slip
folding and ridge subduction
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　北上山地の白亜紀花崗岩から、黒雲母を軸面劈開としてもつ非対称褶曲を発見した。褶曲は大船渡のこの地点以外

見られないが、再結晶した黒雲母からなる構造的なフォリエーションは北上山地のみならず、例えば、徳之島の花崗岩
でも確認した。片麻岩はこのようにしてできるかも知れない。またフォリエーションができて、花崗岩はエクスヒュー
ムする。なお、大型の線形加速器である ILC が計画されている北上山地の千厩・人首岩体にも、フォリエーションが発
達し、両岩体の瓢箪形のくびれは東西圧縮によって生じたブーディンと判断される。構造的な変形部分は弱線として再
動、地震を引き起こし、変形した花崗岩地盤は必ずしも安定でない。
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